
　
守
田
英
樹
先
生
は
、２
０
１
７
年
度
か
ら
、ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）
を
導
入
し
、
Ａ
Ｌ

や
観
点
別
評
価
に
関
す
る
校
内
研
修
や
外
部
研
究
会
に

参
加
し
、
自
身
の
指
導
と
評
価
を
見
直
し
て
き
た
。

　「
か
つ
て
、
理
想
の
社
会
科
教
員
は
、
生
徒
が
飽
き
な

い
よ
う
解
説
を
工
夫
し
、
効
率
的
に
知
識
を
蓄
積
さ
せ

北海道倶知安高校
◎校訓は「進取・創造・自律」。2010 年度に
単位制に移行。70 科目以上を設け、多様な
進路に対応する。2015年度、キャリア教育「ド
リカムプラン」が文部科学大臣賞を受賞。英
語教育などで小中高連携も推進している。
◎設立　1922（大正11）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約140人
◎２０１8 年度入試合格実績（現浪計）
国公立大は、小樽商科大、帯広畜産大、北海
道教育大、室蘭工業大、名寄市立大、国際教
養大、長崎県立大などに15人が合格。私立
大は、北海学園大、北海道医療大、日本大、
文教大などに延べ 47人が合格。
◎ URL

北海道倶
く っ ち ゃ ん

知安高校
守田英樹　もりた・ひでき　

教職歴２６年。同校に赴任して１９年目。
地理歴史・公民科担当。進路指導部長。
アクティブ・ラーニングの実践は２年目となる。

http://www.kutchan.hokkaido-c.ed.jp/

13:25 個人ワーク 授業
ハイライト

自
分
で
学
び
取
っ
た
知
識
を
基
に

考
え
を
持
ち
、
学
び
合
い
で

そ
れ
を
広
げ
、深
め
て
い
く

守田先生がタイマーをセットし、「今日は12分間で」と言
うと、生徒はすぐに教科書の該当ページを開き、プリント
表面の空欄補充問題に取り組み始めた。守田先生はその間、
後で行う要点解説のキーワードを板書し、机間巡視をして、
迷っている生徒にヒントを出したり、質問に答えたりした。
早く終わり、裏面の課題を始める生徒もいた。

●
３
年
生
の
政
治
・
経
済
「
現
代
の
政
治
」
に
お
け
る
日
本

国
憲
法
と
国
民
主
権
の
全
２
回
の
１
回
目
。
個
人
ワ
ー
ク
を

中
心
と
し
つ
つ
要
所
で
学
び
合
い
を
行
い
、
日
本
国
憲
法
制

定
ま
で
の
道
の
り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。（
P. 
27
に
単

元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

政治・経済

実践

知
識
を
覚
え
さ
せ
る
授
業
を
転
換
し
、

考
え
て
書
く
学
習
を
取
り
入
れ
る

守
田
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、

集
中
力
が
続
か
な
い
生
徒
は
い
ま
し
た
し
、
知
識
を
蓄

積
で
き
て
も
、
考
え
た
り
書
い
た
り
す
る
力
が
十
分
に

育
っ
て
い
な
い
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
」

　
小
論
文
指
導
の
時
も
、
社
会
の
動
き
に
関
心
が
低
く
、

自
分
の
考
え
を
文
章
に
す
る
の
が
苦
手
な
生
徒
が
目

立
っ
て
い
た
。
そ
れ
も
、
覚
え
る
学
習
が
中
心
で
、
考

え
る
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
な
い
こ
と
が
要
因
の
１
つ

だ
ろ
う
と
考
え
た
。
そ
れ
ら
の
課
題
意
識
か
ら
、
Ａ
Ｌ

と
観
点
別
評
価
を
導
入
し
た
が
、
授
業
を
変
え
る
こ
と

へ
の
不
安
は
大
き
か
っ
た
と
言
う
。

　「
本
校
の
周
辺
に
は
予
備
校
等
が
な
く
、
大
学
進
学

希
望
者
は
学
校
で
の
学
習
が
す
べ
て
で
す
。
そ
の
点
で

の
失
敗
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
通
り

知
識
の
定
着
は
図
り
つ
つ
、
毎
日
少
し
ず
つ
、
考
え
て

書
く
活
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　
授
業
は
、
守
田
先
生
の
自
作
プ
リ
ン
ト
を
使
い
、
毎

回
決
ま
っ
た
流
れ
で
進
め
る
。

　
ま
ず
約
10
分
間
で
、
教
科
書
を
見
な
が
ら
表
面
の
空

欄
補
充
に
取
り
組
む
。
以
前
は
、
守
田
先
生
が
解
説
し

な
が
ら
取
り
組
ま
せ
て
い
た
が
、
生
徒
に
も
っ
と
教
科

書
を
読
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
現
在
は
、
生

徒
自
身
に
教
科
書
を
読
ま
せ
て
空
欄
を
埋
め
さ
せ
、
重

要
ポ
イ
ン
ト
を
抜
き
出
す
力
の
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
守
田
先
生
が
約
20
分
間
で
要
点
を
解
説
す
る
。

　「
生
徒
は
概
要
を
つ
か
ん
で
い
る
の
で
、
解
説
で
は
、

後
半
に
出
す
課
題
を
考
え
る
た
め
の
材
料
を
提
示
し
つ

つ
、
身
近
な
事
象
に
結
び
つ
け
る
な
ど
、
生
徒
の
興
味

を
喚
起
す
る
発
展
的
な
内
容
に
し
て
い
ま
す
」

　
次
に
、
個
人
で
４
つ
の
課
題
に
取
り
組
む
。
課
題
は
、

そ
れ
ぞ
れ
「
関
心
・
意
欲
・
態
度
」「
思
考
・
判
断
・
表
現
」

「
技
能
」「
知
識
・
理
解
」
に
対
応
し
て
い
る
。

　
問
１
で
は
、
資
料
を
基
に
、
比
較
的
自
由
に
気
づ
い

た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
記
述
す
る
。

　「
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、
記
述
が
苦
手
な
生
徒

も
書
き
や
す
い
課
題
と
し
て
、
自
信
を
持
た
せ
、
記
述

へ
の
抵
抗
感
を
な
く
す
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
」

　
問
２・３
で
は
、
授
業
の
テ
ー
マ
を
掘
り
下
げ
て
考
え

た
り
、
学
習
内
容
を
整
理
し
た
り
し
て
、
記
述
す
る
。

こ
の
日
の
問
２
は
、「
大
日
本
帝
国
憲
法
の
特
徴
に
つ

い
て
、
主
権
者
、
保
障
さ
れ
て
い
る
権
利
、
統
治
機
構

と
い
う
３
つ
の
観
点
か
ら
説
明
す
る
」
と
い
う
問
い
で
、

生
徒
は
教
科
書
や
プ
リ
ン
ト
の
表
面
を
見
な
が
ら
、
２

〜
３
行
の
文
章
に
ま
と
め
た
。
そ
し
て
、
問
４
で
は
、

日
本
国
憲
法
と
大
日
本
帝
国
憲
法
の
制
定
の
動
機
や
主

権
者
な
ど
を
答
え
て
、
両
者
の
比
較
表
を
完
成
さ
せ
た
。

　
そ
の
後
、
生
徒
の
学
び
合
い
を
経
て
、
守
田
先
生
は

プ
リ
ン
ト
を
回
収
。
プ
リ
ン
ト
は
す
べ
て
チ
ェ
ッ
ク
し
、

観
点
別
に
Ａ
〜
Ｃ
の
３
段
階
評
価
を
つ
け
て
返
却
す

る
。
評
価
基
準
は
あ
え
て
生
徒
に
説
明
し
な
い
。

　「
生
徒
に
は
、社
会
科
で
は
考
え
方
や
表
現
方
法
は
１

つ
で
は
な
い
と
伝
え
て
い
ま
す
。生
徒
が『
こ
う
考
え
な

く
て
は
い
け
な
い
』と
型
に
は
ま
ら
な
い
よ
う
、評
価
基

13:40 13:38要点の解説 確認

守田先生が、約20分間にわたり、学習範囲の要点を解説した。
教科書の内容をかみ砕きながら、「ここはどういうことだと
思う？」などと、度々生徒に質問を投げかけるように説明し
た。生徒は解説を聞きながら、プリント表面に要点を書き込
んだり、ノートに整理したり、空欄補充の答えを修正したり
していた。

アラームが鳴るのと同時に、守田先生は「２人以上で何を書
いたか確認して」と声をかけた。席が近くの生徒同士でプリ
ントを突き合わせて、「こうだと思う。なぜかというと……」
「この問題は自信がないのだけれど……」と相談し合ったり、
記述内容を確認し合ったりして、空所補充問題を完成させて
いった。

毎
回
、
観
点
別
の
課
題
を
設
定
し
、

指
導
と
評
価
に
活
用

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮
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準
は
示
さ
ず
に
、自
由
に
考
え
、
表
現
さ
せ
て
い
ま
す
」

　
そ
の
結
果
、
プ
リ
ン
ト
の
返
却
後
、
Ｂ
評
価
の
生
徒

は
Ａ
評
価
の
プ
リ
ン
ト
を
見
せ
て
も
ら
い
、
ど
う
す
れ

ば
よ
い
評
価
と
な
る
か
を
自
分
な
り
に
考
え
、
工
夫
す

る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
う
。

　
同
校
で
は
、
同
じ
ク
ラ
ス
に
Ｇ
Ｔ
Ｚ
（
＊
１
）
の
Ｓ

２
〜
Ｄ
３
の
生
徒
が
混
在
す
る
な
ど
、
学
力
差
が
大
き

い
こ
と
が
課
題
だ
。
こ
の
日
の
授
業
で
も
、
プ
リ
ン
ト

の
進
み
具
合
は
、
生
徒
に
よ
っ
て
差
が
見
ら
れ
た
。

　
そ
う
し
た
課
題
へ
の
対
応
の
１
つ
と
し
て
、
守
田
先

生
は
、
生
徒
同
士
の
学
び
合
い
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

授
業
で
は
、
個
人
ワ
ー
ク
後
に
学
び
合
い
を
行
い
、
知

識
を
確
認
し
た
り
、
考
え
を
深
め
合
っ
た
り
さ
せ
る
。

　
例
え
ば
、
戦
後
の
帝
国
議
会
の
写
真
の
特
徴
を
記
述

す
る
問
３
で
、
最
初
は
「
女
性
が
多
い
」
と
書
い
た
生

徒
が
、
学
び
合
い
後
に
「
女
性
が
進
出
し
て
い
る
」
と

書
き
直
し
た
。
わ
ず
か
な
表
現
の
差
だ
が
、
時
代
背
景

へ
の
理
解
が
深
ま
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
ま
た
、
新
憲
法
の
政
府
草
案
に
対
す
る
世
論
調
査
の

結
果
を
見
て
気
づ
い
た
こ
と
を
記
述
す
る
問
１
に
つ
い

て
、
守
田
先
生
は
「
隣
の
人
に
気
づ
い
た
こ
と
を
聞
い

て
み
よ
う
」「
い
ろ
い
ろ
な
見
方
や
感
じ
方
を
大
切
に
し

て
」
と
意
見
交
換
を
促
し
た
。「
象
徴
天
皇
制
を
支
持

す
る
人
が
と
て
も
多
い
こ
と
に
気
づ
い
た
」
と
書
い
た

生
徒
は
、
隣
の
生
徒
か
ら
「
戦
争
放
棄
を
必
要
な
し
と

考
え
る
人
が
28
％
も
い
る
こ
と
に
驚
い
た
」
と
聞
い
て
、

「
そ
れ
は
気
づ
か
な
か
っ
た
。
確
か
に
そ
う
だ
」
と
見
方

＊１　ベネッセのテストにおける共通の学力評価指標、「学習到達ゾーン」のこと。「S1」～「D3」の15 段階で評価される。

■授業プリント

上・表面／守田先生の解説を自分なりに整理し、書き込んで
いる。　下・裏面／問１の記述では、「国民はどんな修正が
必要と感じたのかを知りたくなった」と関心が高まっている様
子が見られる。最下部に生徒の自己評価と、教師の評価記入
欄が設けられている。＊学校資料を編集部にて一部修正し、掲載。

14:10

守田先生の「隣の人と確認し合って」という声かけを合図に、
生徒同士の意見交換がスタート。それぞれ自分の考えの理由
や根拠を説明し、よりよい表現に書き直す姿が見られた。最
後に、学習意欲や内容理解についての自己評価を記入し、プ
リントを先生に提出して授業は終了した。

14:00

約10分間で、評価の4つの観点にそれぞれ対応した4つの
課題に、教科書やプリント表面を参照しながら取り組んだ。
守田先生は机間巡視をして、「問1は、難しく考えずに思っ
たことを書くとよいよ」「問２は、３つの条件に沿って書いて
ごらん」などとヒントを出した。書く分量に差は見られたが、
どの生徒も積極的に書こうとする姿が見られた。

意見交換 課題

質
問
し
や
す
く
な
る
よ
う
声
を
か
け
、

多
様
な
学
力
層
の
学
び
合
い
を
促
す

場
づ
く
り
へ
の
配
慮

26 June 2018
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を
広
げ
て
い
た
。

　
守
田
先
生
は
、
生
徒
同
士
の
学
び
合
い
を
促
す
た
め
、

プ
リ
ン
ト
の
解
答
は
配
ら
な
い
と
言
う
。

　「
教
師
よ
り
も
友
人
の
方
が
気
楽
に
聞
け
ま
す
し
、

教
え
る
側
と
教
わ
る
側
の
双
方
の
学
び
に
な
り
ま
す
。

特
に
、
自
分
が
何
を
理
解
で
き
て
い
な
い
か
す
ら
分
か

ら
な
い
生
徒
が
、友
人
に
は
『
何
で
？
』『
ど
う
し
て
？
』

と
分
か
る
ま
で
質
問
し
て
い
ま
す
」

　
Ａ
Ｌ
導
入
後
に
初
め
て
迎
え
た
17
年
度
の
セ
ン
タ
ー

試
験
で
は
、
例
年
を
上
回
る
結
果
が
出
た
。

　「
生
徒
に
考
え
さ
せ
る
授
業
は
、
知
識
の
定
着
に
も

有
効
だ
と
分
か
り
、
当
初
抱
い
て
い
た
Ａ
Ｌ
へ
の
不
安

が
な
く
な
り
ま
し
た
」

　
生
徒
の
記
述
力
も
高
ま
っ
て
い
る
。18
年
度
に
初
め
て

守
田
先
生
の
授
業
を
受
け
る
生
徒
に
比
べ
、17
年
度
に

授
業
を
受
け
て
い
た
生
徒
は
明
ら
か
に
記
述
力
が
高
い
。

　「
形
式
に
慣
れ
る
だ
け
で
な
く
、自
分
の
考
え
を
整
理

し
て
文
章
に
す
る
力
が
つ
い
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
ま

た
、プ
リ
ン
ト
裏
面
の
課
題
に
備
え
、空
欄
補
充
問
題
や

要
点
解
説
に
集
中
し
て
取
り
組
む
様
子
も
見
ら
れ
ま
す
」

　
今
後
の
課
題
は
、
生
徒
同
士
の
学
び
合
い
を
よ
り
深

め
る
こ
と
だ
。
そ
こ
で
、「Classi

」（
＊
２
）
を
活
用
し
、

予
習
で
知
識
を
習
得
さ
せ
、
授
業
は
議
論
を
中
心
に
進

め
る
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
定
期
考

藤
本
真
由
さ
ん
　
２
年
生
で
初
め
て
守

田
先
生
の
授
業
を
受
け
た
時
、
空
所
補

充
問
題
が
時
間
内
に
終
わ
ら
ず
、
理
解

が
不
十
分
な
ま
ま
記
述
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
で
、

あ
ま
り
書
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
、
次
第
に
教
科

書
か
ら
キ
ー
ワ
ー
ド
を
つ
か
む
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な
り
、

そ
れ
を
基
に
し
っ
か
り
書
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
学
び
合
い
は
、
自
分
が
教
え
る
と
自
信
に
な
り
、

相
手
の
意
見
を
聞
く
と
考
え
が
深
ま
り
、
い
ろ
い
ろ
な

人
と
仲
よ
く
な
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
、
一
石
三
鳥
で

す
。
守
田
先
生
の
授
業
を
受
け
、
自
分
の
考
え
を
持
っ

て
周
囲
と
交
流
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

山
田
純
さ
ん
　
私
は
書
く
こ
と
が
得
意

で
は
な
い
の
で
、
初
め
は
守
田
先
生
の

授
業
に
苦
労
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
授

業
を
受
け
る
う
ち
に
考
え
る
こ
と
に
慣
れ
、
ど
う
表
現

す
れ
ば
自
分
の
考
え
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
の

か
を
、
次
第
に
理
解
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
学
び

合
い
で
は
、
相
手
の
意
見
を
聞
い
た
り
、
自
分
の
考
え

を
説
明
し
た
り
す
る
時
に
、「
こ
ん
な
考
え
も
あ
る
の
か
」

と
思
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
今
で
は
、
自
分
で
考

え
る
授
業
が
楽
し
く
て
、
時
間
が
経
つ
の
が
早
く
感
じ

て
い
ま
す
。

査
で
も
思
考
力
な
ど
を
問
う
出
題
を
増
や
す
予
定
だ
。

　「
各
教
科
の
授
業
改
善
も
進
ん
で
お
り
、
学
校
全
体

で
社
会
に
出
て
か
ら
生
き
る
力
を
育
て
た
い
と
い
う
思

い
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
社
会
の
事
象
に
疑

問
や
関
心
を
持
っ
て
思
考
し
、
人
に
分
か
り
や
す
く
伝

え
る
力
を
育
む
こ
と
が
政
治
・
経
済
の
役
割
と
考
え
、

さ
ら
に
実
践
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

＊２　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社である Classi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

1

日本国憲法制定まで
の道のり
⑴明治憲法の制定と
明治憲法の特徴
⑵明治憲法下での政
治
⑶日本国憲法の制定

•︎ 明治憲法の特徴について
まとめ、説明することができ
る【思考力・表現力】
•︎日本国憲法制定当時の様
子を資料から考察しようとし
ている【技能・判断力】

①教科書を参考にして、授業プリ
ントの空欄を補充する。その後、
生徒同士で確認する。
②本時の要点について、説明する。
③課題（練習問題）に取り組む。
④記述内容について、生徒同士で
確認や意見交換を行う。

【主体的な学び】現行憲法制定当時の世論調
査や写真から、戦後の日本社会がどのように
変わろうとしていたかイメージさせる。

【対話的な学び】ほかの生徒がどのようにまと
めているか、情報交換を行う機会をつくる。

【深い学び】課題を難しく感じている生徒が多
い場合は、ヒントを出し、ほかの生徒と相談
しながら取り組むように助言する。

授業
プリント

2

日本国憲法の基本的
性格
⑴日本国憲法の基本
原理
⑵国民主権と象徴天
皇制
⑶憲法の最高法規性
と改正手続き

•︎日本国憲法における天皇
の地位と役割について説明
できる【思考力・表現力】
•︎ 法改正について自分の考
えをまとめようとしている【判
断力・主体性・多様性】
•︎ 憲法改正手続きについて、
理解している【知識】

①教科書を参考にして、授業プリ
ントの空欄を補充する。その後、
生徒同士で確認する。
②本時の要点について、説明する。
③課題（練習問題）に取り組む。
④記述内容について、生徒同士で
確認や意見交換を行う。

【主体的な学び】憲法改正について、自分の
考えを持つことと、他者との共通点や異なる
点に気づくことができる。

【対話的な学び】ほかの生徒がどのようにま
とめているか、情報交換を行う機会をつくる。

【深い学び】課題を難しく感じている生徒が
多い場合は、ヒントを出し、ほかの生徒と相
談しながら取り組むように助言する。

授業
プリント

＊守田先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成

単元の指導計画

【教科・科目】公民科ー政治・経済 　【分野・単元】現代の政治（第２章日本国憲法と国民主権） 
【テーマ・作品】 日本国憲法制定までの道のり　【設定時数】２時間の中の１時間目　
【単元目標】 日本国憲法制定までの道のりと日本国憲法の特徴を理解する

知
識
も
し
っ
か
り
定
着
し
、

考
え
る
力
、
書
く
力
が
と
も
に
高
ま
る

成
果
と
課
題

生
徒
の
声
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